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J研究 2 Nu セ77ロによる成長評価
日本人混合歯列期必着3名 (男性 1名､女性 2名､平均 8歳 7カ月)より得られた M セフ




なお､統計学的検討は SPSSソフトウェア( n1 ,S
P〈0 
icago,hPSS,C ⅠⅠⅠ)を使用し､




















1 0cc 2SN角度計測では､計測者 の 計測者 の,
R3 Y MI計測者 の の項目で､従来セフアロと セフアロの値に有意差を認めたが､他の, 

















tsageA Bセフアロならびに従来型セフアロでの から 間の成長変化を評価するた-







































浪合歯列期日本人3名の初診時 Asae 8 (-tg)におけるhRセ 77ロと(-tg)および1か月後 asae tI
側面セ77ロを用いて成長変化量を比較し､その精度について上記研究方法に従い検討を行っ
た｡
結果 
1)MRIセプアロでの計測値の精度を検討したDその結果､線計測30項目中2項目､角度計測では 
66項目中4項目に有意差が認められたが､その差はいずれも臨床上の許容範囲内であった0 
2)成長に伴 う線計測ならびに角度計測の変化量については線計測項30項目中2項目､角度計測
では66項日中4項目に有意差が認められたが､その差はいずれも臨床上の許容範囲内であった0
本研究結果からMRIセ77ロの寸法精度は従来のセ77ロと同程度の精度を有しており､臨床応
用が可能と判断された.
本研究は､軟組織の性状的検査診断法であるMR工の硬組織形態の評価方法としての新たな性格を
示したものであり､今後の額顔面領域での臨床応用が期待できるものである｡以上の点から､審
査担当者は一致して本申請論文に博士 (歯学)の学位論文としての価値を認める｡
